








�?�»�Ì� �̄ö�H �w夏町内の生産者は 2 人だけに…

　
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式

会
社
）
の
「
平
成
24
年
全
国
た
ば

こ
喫
煙
者
率
調
査
」
に
よ
る
と
、

同
年
度
に
お
け
る
喫
煙
者
率
は
男

性
が
32・７
％
、
女
性
が
10・４
％
、

男
女
計
で
21
・
１
％
で
し
た
。
男

性
の
場
合
、
昭
和
41
年
の
ピ
ー
ク

時
（
83
・
７
％
）
と
比
較
す
る
と
、

44
年
間
で
51
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
健

康
志
向
や
価
格
の
相
次
ぐ
値
上
げ

が
主
な
要
因
で
す
。

　
受
動
喫
煙
の
防
止
を
よ
び
か
け

る
「
健
康
増
進
法
」
が
平
成
15
年

に
施
行
さ
れ
て
以
降
、
公
共
施
設

や
飲
食
店
な
ど
の
禁
煙
・
分
煙
が

進
み
、
愛
煙
家
は
年
々
肩
身
の
狭

い
思
い
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
現
在
も
町
内
に
葉

タ
バ
コ
農
家
が
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
最
も
忙
し
い
夏
、

２
人
の
生
産
者
の
う
ち
の
１
人
、

佐
久
間
優
さ
ん
（
栗
木
沢
）
を
取

材
し
ま
し
た
。

収穫した葉を機械で縄に
編み込む。昔はすべて手
作業だった
ハウス内で乾燥
葉は約 25 日前後で茶褐
色に変色。カサカサの状
態となれば、出荷ＯＫの
サイン

▲

▲▲

1 本分の葉タバコの量

立ち並ぶ乾燥用のビニールハウス。黒いシートで光の量を調節する

　栽培歴 50 年以上の我が家。作って
いるのは「バーレー」という品種で、「メ
ビウス（旧マイルドセブン）」という銘
柄に使われているようです。
　葉タバコは基本的にＪＴ（日本たば
こ産業）との契約栽培で、数量が毎年
決められています。国産品の需要が少
なくなっている最近は、数年に一度廃
作の募集があり、応募者には助成金が
支払われています。直近では一昨年取
りまとめがあり、町内でも３人がこの
制度を利用しました。昨年から町内の
生産者は２人だけとなり、寒河江西村
山地区全体でも９人を残すのみです。
　私は葉タバコと稲作の農家。一昨年
の廃作募集では迷うことなく現役続行
を決めました。それは他の作物と違っ
て価格が安定しているからです。朝日
町、そして西村山地域で最後の一人に
なるかもしれませんが、今後も葉タバ
コづくりを続けようと思っています。
　ちなみに私は愛煙家ではありません。
約 10 年前にやめました。

葉タバコ生産者　佐久間　優
まさる

 さん（栗木沢）

町
内
の
生
産
者
は
も
う
２
人
だ
け
。
西
村
山
で
も
９
人

文
字
通
り
、

タ
バ
コ
の

原
料
と
な
る
葉
で
す
。
朝
日
町
で
は

昭
和
40
年
代
初
頭
の
「
農
業
構
造

改
善
事
業
」
で
杉
山
、
高
田
、
大
沼

地
区
に
栽
培
農
地
が
整
備
さ
れ
る
な

ど
、
町
全
域
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
お

り
、
町
農
業
の
主
要
作
物
で
し
た
。

　
そ
の
生
産
者
を
見
る
と
、
確
認
で

き
る
最
も
古
い
記
録
は
、
平
成
元
年

で
63
人
（
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
朝

日
営
農
セ
ン
タ
ー
）。
最
盛
期
は
昭

和
40
年
代
と
言
わ
れ
、「
お
そ
ら
く

１
５
０
人
く
ら
い
い
た
は
ず
」
と
佐

久
間
さ
ん
。
一
家
総
出
で
葉
を
収
穫

し
、
そ
れ
を
縄
に
編
み
込
む
。
そ
し

て
乾
燥
用
の
ハ
ウ
ス
や
倉
庫
に
吊
り

下
げ
る
―
。
そ
れ
は
町
の
真
夏
の
日

常
的
な
光
景
で
し
た
。

　
し
か
し
、
喫
煙
者
の
減
少
や
外
国

産
の
台
頭
に
よ
り
、
国
産
品
の
ニ
ー

ズ
は
減
少
。
平
成
以
降
は
助
成
金
を

伴
う
廃
作
募
集
も
あ
り
、
生
産
者
の

減
少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
24
年
度
決
算
で
は
、
市
町
村

た
ば
こ
税
と
し
て
約
３
７
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�?�»�Ì �¯ �Ð
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奨励賞 堀　 文悟 宮宿小３年
入選 渡邉 陽佑 宮宿小１年
入選 海野 陽樹 宮宿小１年
入選 阿部 光希 宮宿小１年
入選 神尾 美結 宮宿小２年
入選 清野 華鈴 宮宿小３年
入選 千葉 清春 宮宿小３年
入選 阿部 凌太 西百川小４年
入選 鈴木 陽也 西百川小４年
入選 岡﨑 優佳 宮宿小４年
入選 鈴木 志穂 宮宿小４年
入選 田中 文崇 宮宿小４年
入選 海野　 翼 西百川小５年
入選 長岡 真生 西百川小６年
入選 鈴木 優希 宮宿小６年

山形放送賞 彫　刻 浅井 周作（元町）
入　選 洋　画 布施 邦芳（大町）

■第 55 回県子ども絵画展（子ども県展）

■第 68 回県総合美術展（県美展）

町
民
の
活
躍
光
る　

 

～
子
ど
も
県
展
・
県
美
展
～

　８月 15 日から 21 日までの 7 日間、水口
十一面観音堂の本尊が 240 年ぶりに公開さ
れ、県内外から 1000 人以上が拝観に訪れま
した。
　初日の 15 日は午後２時から若宮寺の登坂
高典副住職を導師に開帳法要を実施。読経の
あと、区関係者が厨子の扉を開くと、蓮華の
上に立つ仏像が姿を現しました。高さは約１
ｍで、頭には小さな顔がついており、まさし
く十一面観世音菩薩。頭についた顔の一部や
両手、両足の先など欠けている部分もありま
したが、保存状態は良好で、顔や衣のひだま
でがはっきりわかるほどでした。
　21 日には西五百川小の全校児童が拝観。６
年生の海藤理子（常盤）さんは「身近にある
神社や仏像に高い価値があることを聞き、う
れしく思います。いろいろな説明を聞いて、
興味がわきました」と話していました。
　町教育委員会が 19 日に実施した調査によ
り、観音堂は 1740 年の建築と判明。従前の
1755 年と 15 年の誤差があったことがわかる
など、開帳を機に多くの歴史的事実が明らか
になりました。

水口十一面観音の御開帳
240 年ぶり公開。1000 人以上が拝観に訪れる

８
25 大谷風神祭の田楽提灯づくり

地域の伝統文化を体験

　大谷風神祭の名物の一つ、田楽提灯の制作体験が 8 月
25 日、大谷往来館で行われました。
　ＮＰＯ法人町エコミュージアム協会が主催し、地元の子
どもたちなど 15 人が参加。家族や地元の人たちの指導を
受けながら提灯の木枠やロウソクの制作を体験しました。
　提灯はその後、子どもたちが下絵を書いて完成。8 月
31 日の風神祭本番で点灯されました。

　立木在住の写真家・姉崎一馬さんは毎年春と夏、「わら
だやしき自然教室」と銘打った体験講座を開いています。
参加するのは主に都市部の小中学生で、姉崎さんの家に寝
泊りしながら自然観察や川遊び（雪遊び）などを楽しみます。
　8 月上旬に行われた夏の教室には約 20 人が参加。12 日
には朝日連峰周辺の食材を使った「朝日連峰バーガー」を
パンの生地から作り、「食」で町のことを学びました。

　地区内に咲くハスを楽しむ「花ハスまつり」が８月 25
日八ツ沼公民館で開催されました。
　区では８年前に「八ツ沼地域保全会」を立ち上げ、民
家そばの耕作放棄地をハスの植栽地によみがえらせまし
た。このまつりはハスを区民で楽しむもので、ハスの茎
をストロー代わりに使ってお酒を味わう「象鼻杯」が恒例。
区民は至福のひとときを楽しんでいました

8
25

「拝観者の多さに驚きました。本尊は秘仏とされてき
ただけに、開帳に慎重な区民もいましたが、今は公開
して良かったと思っています。大勢の拝観者を目のあ
たりにし、地区の宝として守り伝えなければという意
識が区民の皆さんに芽生えたように感じるからです。
町文化財の観音堂、そして歴史的価値のある楯山とと
もに、今後も大切にしていきたいと思います」

常盤区
阿部  浩 区長

地域の宝として守り伝えたい

８ ３
～13

８ 15
～ 21

姉崎一馬さん（立木）が主催する体験講座 お楽しみは茎でお酒を味わう「象鼻杯」

わらだやしき自然教室 八ツ沼区「花ハスまつり」

町教育委員会の調査（8
月 19 日）。仏像の高さ
は約１ｍ
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保護者名性別

８月１日～ 31日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名

区　名

死亡者氏名

出生児氏名

世帯主名

本　町　　　佐　直　としゑ　　　雄　二
西　町　　　海　野　　　隆　　　隆　博
栗木沢　　　堀　　　照　市　　　修　市
常　盤　　　阿　部　光　一　　　の　ぶ
大　滝　　　齋　藤　い　な　　　　要　

やすらかに

人口と世帯数

大　町　　長　岡　宙
ひろ

　希
き

　　男　　明博・由美子

●平成２５年　８月３１日現在
　人　口　７，７２６ 人 (－ １１)
　　　男　３，８１２ 人 (－　３)
　　　女　３，９１４ 人 (－　８)
　世帯数　２，４８８世帯  (+　３)

(　　)内 前月比
--------　８月中の異動　--------

出　生　  １人  　転　入　  ４人
死　亡　  ５人     転　出   １１人

Births

Obituaries

Population

　表紙の写真

　今春就農した遠藤幹子さ
ん（栗木沢）。両親に学びな
がら、西洋ナシ（80 アール）
を作っています。
　高校時代は女子サッカー
部とのことで、「真夏の暑さ
もへっちゃら」。友人は心配
しているそうですが、「私は
本気です。職業として農業
を選びました」ときっぱり。

「早く一人前になれるようが
んばります」。色白でかわい
らしい表情のなかにも決意
が感じられていました。

おしあわせに

菅  井　健  太
（沼　向）

遠  藤   早  紀
（山形市）

Marriages

町長歳時記

（90）

　
今
年
３
月
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
へ
の
応
募
を
検
討
し
て
い
た
私

は
、
世
に
も
奇
妙
な
「
ウ
サ
ヒ
の

弟
子
」
の
募
集
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
そ
れ
が
朝
日
町
と
の
出

会
い
で
し
た
。

　
「
移
住
す
る
な
ら
東
北
以
外
」

―
。当
時
は
震
災
の
影
響
も
あ
り
、

そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事

内
容
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
ひ
か
れ
応

募
。
縁
あ
っ
て
採
用
い
た
だ
き
ま

し
た
。
採
用
通
知
を
見
た
と
き
は

す
で
に
応
募
前
の
よ
う
な
考
え
は

消
え
て
い
て
、「
こ
の
町
の
た
め

に
全
力
で
働
き
た
い｣

と
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

朝
日
町
に
来
て
３
カ
月
。
町

を
車
で
回
っ
て
い
る
と
面
白
い
こ

と
、
歴
史
あ
る
場
所
、
様
々
な
も

の
に
出
会
え
ま
す
。
乱
舞
す
る
ホ

タ
ル
、
棚
田
に
か
か
る
虹
、
美
し

い
夕
焼
け
、満
天
の
星
空
…
。「
こ

の
感
動
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
」
と
強
く
感
じ
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
も
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

町
外
・
県
外
に
朝
日
町
を
発
信
し

て
い
ま
す
が
、
フ
ァ
ン
を
さ
ら
に

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
町
外
の
人
に
適
切
に
情
報
を
発

信
す
る
、
外
か
ら
見
て
も
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が

私
の
役
目
。
今
は
朝
日
町
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す

が
「
よ
そ
者
」
の
強
み
を
生
か
し
、

今
後
多
方
面
で
恩
返
し
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

朝日町の地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊人による
連載コーナーです。各隊員が日々の活動の中で感じたこと
や朝日町での暮らしを語ります。

「感動を一人でも多くの人に伝えたい…」

情報交流推進員（地域おこし協力隊）橋 本  蕗
ふき

（埼玉県出身）  

♥

(257)

4

「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」

　
ふ
と
し
た
偶
然
を
き
っ
か
け
に

ひ
ら
め
き
を
得
、
幸
運
を
つ
か
み

取
る
能
力
。
ま
た
は
、
偶
然
に
物

事
を
発
見
す
る
能
力
の
こ
と
。
こ

れ
を
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」
と

い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
鈴

木
章
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
は

「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」
に
つ
い

て
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。「
何
も
や
ら
な
い
人
は

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
に
接
す
る
機

会
は
な
い
。
一
生
懸
命
や
っ
て
、

真
剣
に
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
よ

う
と
や
っ
て
い
る
人
に
は
顔
を
出

す
」
ま
た
氏
は
、「
大
き
な
発
見

と
い
う
の
は
偶
然
か
ら
や
っ
て
く

る
。幸
運
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
、

そ
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
の
は
人
間

誰
に
で
も
平
等
に
あ
る
が
、
そ
れ

を
生
か
す
に
は
、注
意
深
い
心
と
、

一
生
懸
命
や
ろ
う
と
努
力
す
る
精

神
、
そ
し
て
謙
虚
に
考
え
る
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
ら
が
あ
っ
て
初
め

て
大
き
な
幸
運
が
生
ま
れ
る
。
そ

う
い
う
努
力
を
し
な
け
れ
ば
絶

対
幸
運
の
女
神
が
生
ま
れ
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
成
功
と
失

敗
を
繰
り
返
し
、
何
千
何
万
回

も
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
ほ
ん
の

一
瞬
の
失
敗
の
結
果
か
ら
、
予
想

だ
に
し
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
成

果
を
つ
い
に
成
し
遂
げ
た
、
多
く

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
科
学
者
が

実
感
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
確
か
に
偶
然
の
賜
物

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ

は
成
る
べ
く
し
て
成
し
得
た
努

力
の
賜
物
な
の
で
す
。

　
や
る
気
・
挑
戦
、
前
向
き
な
姿

勢
。
ま
さ
に
絶
え
間
な
き
限
界
へ

の
挑
戦
が
、
幸
運
を
つ
か
み
取
る

能
力
（
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
）
を

高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

行
く
の
で
す
。

偶
然
の
幸
福
に
出
会
う
能
力

偶
然
の
幸
福
を
つ
か
む
能
力

国宝「縄文の女神（レプリカ）」朝日町へ

昨年 9 月国宝に指定された、舟
形町出土の土偶「縄文の女神」。
そのレプリカが町にやってきま
す。「八ツ目久保遺跡（四ノ沢）」
など、町内で出土した土器や石
器もあわせて展示します。

▶期間　９月25日～10 月２日
※月曜休館。※ 9 月 29 日と
10 月２日は解説員が駐在。
▶場所　創遊館ギャラリー
▶開館時間午前９時～午後７時
▶問合せ先　教育文化課
☎６７－２１１８
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就農者を迎え
町を元気に

　
今
回
の
特
集
は
新
規
就
農
。
６
人
の

就
農
（
予
定
）
者
と
、
そ
れ
を
支
え
る

人
た
ち
の
姿
を
通
じ
、
就
農
支
援
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
一
つ
の
特

集
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
取
材
を
し
た
の

は
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
１
カ
月

で
取
材
ノ
ー
ト
が
１
冊
半
な
く
な
り
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
町
か
ら
農
家
が
い
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
」
―
。
記
事
を
作
り
な
が

ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
町
の

看
板
と
も
い
え
る
り
ん
ご
が
な
く
な
り
、

主
の
い
な
く
な
っ
た
田
畑
は
ど
ん
ど
ん
荒

廃
。
そ
れ
は
景
観
面
で
住
環
境
に
も
影

響
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
農
業
の
担
い
手
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

農
業
を
志
す
人
た
ち
を
迎
え
る
環
境

が
今
の
朝
日
町
に
は
整
っ
て
い
ま
す
。
青

年
就
農
給
付
金
や
町
の
人
た
ち
の
支
え

を
追
い
風
に
し
て
、
新
規
就
農
者
が
今

後
さ
ら
に
増
え
、
定
住
人
口
が
拡
大
す

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
久
間　
淳

Ｖ戦跡を振り返る東北大会（8/8-9　岩手県花巻市）

■予選リーグ
１回戦　対 伊達中（福島）  　○３－１
２回戦　対 七戸中（青森）　  ○４－０
■決勝トーナメント
準々決勝  対 紫波一中（岩手）○３－１
準決勝　対 中田中（宮城）　　  ○３－１
決　勝　対 遊佐中（山形）　  ○４－１

全国大会（8/17-18 静岡県浜松市）

■予選リーグ
１回戦　対 茗渓学園中（茨城）  ○１－１

（本数勝ち）
２回戦　対 比叡山中（滋賀）　  △１－３

東北制覇朝日中男子剣道部
13 年ぶり 2 度目

　第 37 回東北中学校剣道大会が
8 月 8 日、9 日の両日、岩手県で
開催され、男子団体の部で朝日中
が 13 年ぶり 2 回目の優勝を果た
しました。
　7 月下旬の県中総体を制し、波
に乗って臨んだ大会。予選リーグ
からほぼ危なげない試合運びで勝
ち進み、迎えた決勝戦。相手は県
内のライバル遊佐中でしたが、４
－１で圧勝。その強さは「東北に
敵なし」と言わんばかりでした。
　そして、東北王者の看板を掲げ
て臨んだ６年ぶりの全国大会。予

選リーグ 1回戦、対茗
めいけい

渓学園中（茨
城県）を接戦で勝利すると、2 回
戦では比

ひえいざん
叡山中（滋賀県）と対戦。

健闘及ばず１－３で敗れ、3 年生
の熱い夏が終わりました。
　「全国はもう少し上まで行きた
かった。力の差は感じなかっただ
けに残念です」主将の鈴木貴大く
ん（大谷七）は悔しさをこう口に
しつつ、「全国の舞台に立てたの
は地域の先生をはじめ、支援・協
力していただいた多くの皆さんの
おかげ。ありがとうございました」
と感謝の言葉を述べていました。


